
問　
条
例
改
正
の
内
容
は
。

答　
い
ま
ま
で
書
面
で
必
要
と
さ
れ
て
い

る
署
名
や
押
印
、本
人
確
認
に
つ
い
て
は
、

個
別
の
条
例
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

規
定
に
関
わ
ら
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
替

措
置
が
で
き
る
と
い
う
規
定
を
定
め
た
。　

　
ま
た
、
手
数
料
に
つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
納
付
が
で

き
る
規
定
も
定

め
た
。

問　
具
体
的
に

ど
う
い
う
分
野

の
何
が
で
き
る

の
か
。

答　

例
え
ば
、

自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入

に
対
す
る
補
助

金
の
申
請
と
決

定
を
、
市
役
所

に
郵
送
や
窓
口

で
手
続
き
を
す
る
代
わ
り
に
、
全
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
で
き
る
な
ど
の
事
例
が
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
手
続
き
に
拡

充
し
て
い
け
る
か
、
全
て
の
事
業
で
対
面

で
の
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
き
る
か

一
つ
一
つ
検
討
し
て
い
く
。

水
道
料
金
つ
い
に
値
上
げ

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

上
福
岡
西
公
民
館
を

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
設
に

持
続
可
能
な

介
護
保
険
制
度
の
た
め
に

市
立
公
民
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条例改正
全員賛成で可決

条例廃止
賛成多数で可決

条例改正
全員賛成で可決

条例改正
賛成多数で可決

　
上
福
岡
西
公
民
館
を
廃
止
す
る
条
例
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
廃
止
条
例
可
決
後
、
議
員
提
案
に
よ
る
附
帯
決

議
の
動
議
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
で
上
福
岡
西
公
民
館
は
文
化
施
設
と

し
て
整
備
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
ま
で
の
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
持
続
可

能
な
制
度
の
維
持
と
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
３
年
に
一
度

の
保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改
正
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
合
併
に
伴
う
平

成
20
年
の
料
金
統
一
以
来
、
初
め
て
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
料
金
改
定

は
10
月
１
日
施
行
で
、
具
体
的
に
は
12
月
検
針
分
か
ら
新
料
金
と
な
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、必
要
な
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

問　
文
化
施
設
で
公
民
館
事
業
を
行
う
理

由
は
。

答　
社
会
教
育
事
業
を
含
め
た
生
涯
学
習

事
業
な
ど
公
民
館
事
業
に
加
え
、
文
化
芸

術
、
文
化
活
動
の
場
と
し
て
の
役
割
も
担

い
、
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、
市
民
の
交

流
が
生
ま
れ
育
ま
れ
る
施
設
へ
転
換
す
る

た
め
で
あ
る
。

問　
文
化
施
設
に
な
っ
た
場
合
、
公
民
館

運
営
審
議
会
や
上
福
岡
西
公
民
館
の
利
用

者
懇
談
会
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
公
民
館
運
営
審
議
会
は
引
き
続
き
、

そ
の
役
割
を
継
承
す
る
審
議
機
関
を
設
置

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
利
用
者
懇
談
会
は
人
の
つ
な
が

り
が
持
て
る
組
織
と
し
て
継
続
で
き
る
よ

う
に
調
整
し
て
い
る
。

問　
社
会
教
育
は
国
家
権
力
か
ら
の
介
入

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
に
条

例
等
で
規
定
す
る
の
か
。

答　
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
に
社

会
教
育
事
業
を
推
進
す
る
規
定
を
設
け
た

い
。

問　
事
業
を
行
う
上
で
、
憲
法
や
社
会
教

育
法
な
ど
は
遵
守
さ
れ
る
の
か
。

答　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　
本
市
の
介
護
給
付
費
の
状
況
、
今
後

の
見
込
み
は
。

答　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、要
介
護
認
定
率
は
令
和
５
年 

の
17
・
５
％
か
ら
令
和
８
年
に
は
19
・
１ 

％
と
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

認
定
者
も
約
５
０
０
人
増
加
し
、

約
５
７
０
０
人
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
。

　
介
護
給
付
費
全
体
で
は
第
８
期

の
決
算
見
込
み
約
２
３
１
億
円
に

対
し
、
第
９
期
の
３
年
間
で
は
約

２
８
３
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
保
険
料
抑
制
の
た
め
の
取
り

組
み
は
。

答　
介
護
保
険
給
付
費
等
準
備
基

金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
介

護
保
険
料
の
抑
制
を
図
っ
て
い

く
。
そ
れ
に
よ
り
、
基
準
額
は

６
万
９
千
円
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
ま
た
、
国
標
準
の
13
段
階
の
所
得
区
分

に
加
え
、
市
独
自
に
高
額
所
得
者
を
対
象

に
４
段
階
を
設
定
し
17
段
階
と
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
所
得
再
分
配
機
能
が
強
化
さ

れ
、
保
険
料
基
準
額
を
抑
制
で
き
る
。

問　
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
い
く
ら
の
値
上
げ

に
な
る
の
か
。

答　
夫
婦
と
子
ど
も
１
人
の
想
定
で
、
口

径
13
㎜
、
１
ヵ
月
の
使
用
量
20
㎥
の
場
合
、 

税
込
み
で
現
行
は
１
９
３
３
円
、改
定
後
は

２
３
６
１
円
で
差
額
は
４
２
８
円
と
な
る
。

　
個
人
事
業
主
で
口
径
20
㎜
、
使
用
量
65

㎥
の
場
合
は
８
１
６
８
円
か
ら
９
７
４
８

円
で
、
差
額
は
１
５
８
０
円
と
な
る
。

問　
条
例
改
正
に
至
る
経
過
は
。

答　
施
設
更
新
の
精
査
や
企
業
債
の

利
用
、施
設
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、

職
員
の
削
減
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
加
入
金
収

入
も
好
調
で
、
県
内
で
も
比
較
的
安

価
な
料
金
を
維
持
し
て
い
た
が
、
必

要
な
経
費
を
水
道
料
金
収
入
で
賄
え

て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
燃
料
価
格
や
物
価
高
騰
、

投
資
・
財
政
計
画
の
将
来
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
か

な
り
苦
し
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
改
定
す
る
。

 

賛 

成 

　
来
年
度
は
県
水
も
上
が
る
。
い
ま
改
正

す
べ
き
。改
正
し
て
も
県
平
均
よ
り
安
い
。

 

反 

対 

　
低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
が
な
い
。
値

上
げ
は
来
年
10
月
ま
で
見
送
る
べ
き
。

オンライン化で市民の手間を削減浄水場の耐震化も進む

いつまでも安心して暮らせるように 上福岡西公民館の新たな扉を開く
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